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V312b X線天文衛星代替機 (XARM)搭載軟X線撮像装置のCCD駆動回路 (FE)の開発
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2020年度打ち上げ予定のX線天文衛星代替機 (XARM)にはX線CCDを用いた軟X線撮像装置 (Xtend)が搭
載される。X線 CCD(SXI)の読み出しは、CCDドライバーボード (Front-end Electronics: FE)と CCDの信号
処理を行うビデオボードで主に行われる。中でも FEは、CCDへのバイアスやCCD駆動クロックを提供すると
ともに、バイアス・温度をモニタしたり、ヒーター電流を制御したりといったハウスキーピング機能をもつ。本
衛星の前身である「ひとみ」衛星の時に、FEにおいて電源供給ユニット (PSU)からの電源供給時に時おり異常
電流が流れる現象が発生した。調査した結果、供給される電圧の立ち上がり特性による、1）バイアス設定やヒー
ター電流設定に用いられている回路素子である DAC(Digital-to-Analog Converter)の初期化不良、2）同じく回
路素子のアナログスイッチの初期動作に問題があることが判明した。「ひとみ」衛星の時には運用によって回避
することとしていたが、XARMでは最小限の改修により、ハードウエアを改善することを目指した。その結果、
FEに使用されているレベルコンバーターの空き入出力ピンを用いることにより、正常に動作することが分かっ
た。この設計に基づき、民生部品を用いた FEのエンジニアリングモデル (EM2)の開発を行い、現在、機能の確
認・評価試験を行っている。本発表では、FEに関する今回の改善点と試験結果について報告する。


